
講義 H18.前期
学習教育
目標

M,E:山岸文明 D,S:藤井数馬
C：能登路純子

必修 １履修単位 C,D
YAMAGISHI Fumiaki FUJII
Kazuma　NOTOJI Junko

参観

×

×

×

×

×

授業アンケー
トへの対応

備　考
更新履歴

第 11回

第 12回

第 9回

第 10回

評価の基準と
方法

関連科目

第 1回

昼休み及び放課後（曜日については各担当者に聞くこと）英語は積み重ね
の科目である。２年次の学習内容はもちろん、１年生総合英語の内容で分
からないところがあれば、質問しに来ること。

板書を分かりやすく、丁寧にするよう心がける。進度は状況に応じて変更に
なる可能性がある。教科書内のReading Lessonは夏休み等休暇中の課題とす
る予定である。

第 15回

オフィス
アワー

060116 新規

第 2回

授業計画

担当
総合英語B

General English B

英語が国際的な意思伝達に必須の言語媒体になっている現実をふまえ、本講義で
は、１年時に学習した高校英語の基礎を土台にして、speaking, listening,
reading, writingの４技能をバランスよく発展させていく。高専生として授業中
のあるべき態度、学習の姿勢を定着させることにより、積極的に英語を学習でき
る態度を育成する。なお、教材の後半部分は後期の総合英語Aで学習する。

定期試験及び課題テスト、随時実施する小テスト、単語テストの成績による評価
80％、平常点（授業態度、勉強意欲、出席状況、忘れ物等）20％　　その他実施
されるテスト(ACE、単語統一テスト等）の評価は各授業担当者に聞くこと。

（授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

概　要

第 13回

第 14回

〃

期末テスト

〃

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

Lesson 4 A Lawyer, at Last

〃（夏休み課題テスト）

〃

〃

第 7回

第 8回

テスト返却、Lesson 3 The Only Way to See Mt. Everest

〃

〃

イントロダクション、Lesson 1 Multi-Cultural Manners

〃

中間テスト

〃

Lesson 2 Empowering Women

総合英語A、英語W

学科
学年

科目
分類

高校１年生の英語を復習し、総合英語A（後期）につながる、高専生活に必要な
基礎力及びやや発展的な力を身につける。英検準２級合格程度の英語力を身につ
ける。また、高専生としてのあるべき学習姿勢、学習習慣も身につける。

SUNSHINE ENGLISH COURSE Ⅱ（開隆堂）、付属のワークブック、DB4500（桐
原書店）、英和辞典、和英辞典

全学科
２年

科目目標
（到達目標）

教科書
器材等


